
 

 

 

 

 

 

                              

平成３０年度がスタート  
 今回の人事異動で上野小学校へ着任いたしました。 

４月２日に、初めて校門をくぐると、見事な桜の木が花を 

咲かせて迎えてくれました。そして、今日から新たな気持 

ちでがんばろうと強く思いました。4月6日は、着任式・始 

業式に続いて入学式を行い、無事終了いたしました。来賓 

の皆様や保護者の皆様に見守られ、緊張しながらもがんば 

る新入生の姿は、とても輝いているように感じられました。 

 本年度は、3．4．5年生が2学級、1．2．6年生が1学級で 

スタートしました。 新しく、３名の職員が転入し、在任 

職員ともども本年度の上野小学校の教育活動に邁進してまいりますので、昨年度と同様よろしく

お願いいたします。 

 新年度のスタートにあたって、子どもたちには、上野小学校をさらにすばらしい学校にしてい

くために、６年生を中心に、みんなで力を合わせてがんばりましょうと話しました。 

 ご家庭でも、機会を見つけて、お子様と話をしていただくようお願いします。 
 

３０年度 上野小学校職員 
 

校 長 小山 史己 教 頭 森  直樹 １ 年 栗本 光代 

２ 年 藤田美智子 ３ い 坂下 菜緒 ３ ろ 杉谷 知美 

４ い 稲垣 克弥 ４ ろ 宮田 栄子 ５ い 川上 直希 

５ ろ 大塚 睦子 ６ 年 竹内  大 上野子い 荒木 香帆 

上野子ろ 川喜田明美 専 科 若林 咲良 専 科 田中 奈月 

専 科 福島チヨ子 支援員 榎木 久美 支援員 平野 浩江 

養護教諭 藤原 朋香 学校事務 水谷 靖子 
学級支援 

サポーター 
廣瀬 恵子 

図書館司書 名嘉 智美 ＡＬＴ カーティス・イェギー 給食調理員 陶山 安子 

給食調理員 脇  温子 給食調理員 赤塚さとみ 用務員 古市 敏巳 

 
 

 

 

 

 

Ｈ３０．４．９（月）－１号－ 

裏面へ 

上野小学校長 小山 史己 



本校では、今年度も、子どもたち全員が、生き生きと楽しく充実した学校生活が送れるよう、

以下のような学校経営方針を定め、力を合わせて取り組みを進めていきます。 
 

＜学校教育目標＞ 

 心豊かに たくましく 生きる子ども 

＜めざす子ども像＞ 

 ○進んで学ぶ子ども  ○心豊かな子ども  ○たくましく生きる子ども 

＜めざす学校像＞ 

 ○子どもにとって、今日が楽しく明日が待ち遠しい学校 

 ○保護者や地域に信頼され、親しみが感じられる学校 

 ○教職員がやりがいを感じられる学校 

＜具体的な取り組み＞ 

 ◎組織的に子どもたちを支援する 

 ・日常的に、職員全体で子どもたちの情報交換をする雰囲気をつくる。 

 ・生活のきまりについて、職場全体で共通理解を図るとともに、ブレのない指導に努める。 

 ・定期的に生徒指導委員会、特別支援教育委員会等を開催し、きめ細かく子どもたちを支援す

る体制について点検し、よりよい体制づくりを推進する。 

 ◎深く子どもたちを支援する 

 ・担任を中心に、子どもたちの実態を把握し、職員全体で、子どもたちの指導にあたる。 

 ・子どもたちが自分の思いを伝え合い重ね合わせようとする仲間づくりを進める。 

 ・各教科・領域を通して、自分の考えを言葉や文に表現できる力を高める。 

 ・様々な行事や活動において、子どもたちの思いや考えを伝え合えるような場づくりに努める。 

 ◎広く子どもたちを支援する 

 ・各種の便りを定期的に発行するなどして、担任等の思いや願いを広く伝える。 

 ・ゲストティーチャーを招いた学習を積極的に実施するとともに、その人の生き方や思いに出

会わせるよう心がける。 

 ・日常的な保護者とのコミュニケーションを大切にし、より深い信頼関係を構築するように努

める。 

 ・学校、保護者、地域、関係機関が連携して子どもたちを支援するネットワークづくりを推進

する。 
 

土曜授業の実施に向けて 
今年度も、昨年度に引き続き、学校週５日制の趣旨をふまえ、学校、家庭、地域の連携により、

さらに子どもたちの生きる力を育てるため、以下の計画で土曜授業を行っていきます。 
 

１回目  ６月２３日（土）親子活動（ＰＴＡ共催）給食あり 代休 ６月２５日（月） 

２回目  ９月２２日（土）運動会 給食なし 代休 ９月２５日（火） 

３回目 １１月１７日（土）上野っ子フェスティバル 給食あり 代休 １１月１９日（月） 

４回目  ２月２３日（土）６年生を送る会 給食あり 代休 ２月２５日（月） 
 

なお、廃品回収（５月２６日、１２月１日）を土曜活動とします。出席は取りませんが、子ど 

もたちには、可能な範囲内で参加して欲しいと考えています。 

また、本校の教育活動の一環としますので、けがをした場合、日本スポーツ振興センターの対

象とすることができます。 


